
高原町制施行 90周年

　～ 10 月町制施行 90 周年関連事業～

　10月５日   町制施行90周年記念式典

　10月６日　「みんなで参加！学校区世代間交流大会」

　　　　　　～みんなでつなぐ　地域の絆～

　10月20日　日本発祥地まつり・まつり高原2024

　10月20日　高原町畜産物消費拡大事業

　～ 10 月町制施行 90 周年関連事業～

　10月５日   町制施行90周年記念式典

　10月６日　「みんなで参加！学校区世代間交流大会」

　　　　　　～みんなでつなぐ　地域の絆～

　10月20日　日本発祥地まつり・まつり高原2024

　10月20日　高原町畜産物消費拡大事業



最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

33.0

30.4

15.7

10.4

6.1
4.4

　　　公共交通　　　公共交通

～乗合タクシー＆JR吉都線編～

まちのまちの

乗合タクシー乗合タクシー

　
高
原
町
で
は
、
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
等
の
公
共
交
通
が
運
行
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
人
口
減
少
な
ど
に
伴
い
公
共
交
通
利

用
者
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

高
校
生
を
中
心
と
し
た
学
生
、
免
許
返
納
者

や
自
家
用
車
を
持
た
な
い
高
齢
者
な
ど
の

移
動
手
段
と
し
て
、
地
域
公
共
交
通
は
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
３
月
に
「
高
原
町
地
域
公
共
交

通
計
画
」を
新
た
に
策
定
し
、「
人
の
暮
ら
し

と
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
　
持
続
可
能
な

公
共
交
通
」
を
目
指
す
将
来
像
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
地
域
公
共
交
通

の
維
持
・
活
性
化
の
た
め
の
目
標
や
実
施

事
項
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
交
通
を
取
り
巻
く

環
境
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
鉄
道
に
関
し
て
は
、
JR
九
州

が
公
表
し
て
い
る
高
原
駅
や
広
原
駅
を
通

る
吉
都
線
に
お
け
る
「
平
均
通
過
人
員
」
を

見
て
み
る
と
、
１
９
８
７
年
度
に
は
１
５
１

８
人
／
日
で
し
た
が
、
２
０
２
３
年
度
に
は

４
０
２
人
／
日
と
な
っ
て
お
り
、
減
少
率

73
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
原
町

を
経
由
す
る
路
線
バ
ス
や
広
域
的
バ
ス
に

お
い
て
も
、近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
高
原
町
地
域
公
共
交
通

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、
実
施
し
た
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
｟
令
和
４
年
度
実
施
｠
で
は
、

利
用
の
少
な
い
路
線
の
今
後
に
つ
い
て

伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
利
用
者
が
少
な
く
て
も
、

現
在
の
運
行
を
続
け
る
べ
き
」
と
い
う
回
答

が
最
も
多
く
、
公
共
交
通
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

公
共
交
通
に
必
要
だ
と
思
う
取
組
に
つ
い

て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
ど
こ
で
も
乗
れ
て
・

ど
こ
で
も
降
り
ら
れ
る
予
約
型
運
行
バ
ス

｟
タ
ク
シ
ー
｠の
導
入
」、「
町
内
を
循
環
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
｟
タ
ク
シ
ー
｠
を
導
入

す
る
」
と
い
う
回
答
が
多
く
、
よ
り
個
人
に

と
っ
て
使
い
や
す
い
公
共
交
通
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　高原町内の乗合タクシーは、小久保線、後川内線、
湯之元蒲牟田線、常盤台線、広原線、まちなか循環
線の６路線を運行します。今回は、令和５年度から
スタートした「まちなか循環線」について紹介します。

●どこでも乗れて・どこでも降りられる予約型バス（タクシー）の導入
●町内を循環するコミュニティバス（タクシー）を導入する
●特にない（現行のままでいい）
●地域住民同士による助け合い送迎サポートの仕組みをつくる
●地域住民・団体が有償でバス（タクシー）を運行する制度を推進する
●その他

◆運行曜日
　月曜日・火曜日・水曜日
　木曜日・金曜日・土曜日
◆運行便数
　１日１便（巡回）
◆運賃
　１乗車　１００円（均一）
◆利用方法
　・役場　　　　　役場
　　定時運行（停留所で乗降）　　・予約は必要ありません

各路線の往路便で町中央まで来た後に、まちなか循環線を利用する方法は下記のイメージです

まちなか循環線を利用して
病院から買い物  ※一乗車 100 円

病院を受診 お店で買い物

復路便にて帰路 自宅に到着
 　　　　　※往復路便は一乗車 300 円

今
日
の
晩
ご
飯
は

何
に
し
よ
う
か
し
ら…

今後の公共交通に必要だと
思う取組についての設問

まちなか循環線

◆運行ダイヤ

役
場
前

高
原
上
町

郵
便
局
前

役
場
前

高
原

Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
き
り
し
ま

役
場
前

学
校
前

希
望
の
店

高
原
駅

川
井
田
医
院
前

ＪＲ（鉄道）
路線バス

小林～都城

10:00 10:01 10:02 10:03 10:04 10:05 10:09 10:11 10:13 10:14 10:15１便

循環：１便

希
望
の
店

高
原
駅

川
井
田
医
院
前

高
原
上
町

学
校
前

役
場
前

郵
便
局
前

高
原

Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
き
り
し
ま

まちなか循環線

※役場前停留所は役場正面玄
関前となります
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３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　
吉
都
線
は
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
使
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
？

　
昔
、
小
林
や
都
城
に
遊
び
に
行
く
と
き

に
数
回
使
っ
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
毎
日

使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
高
校
生
に
な
っ

て
か
ら
で
す
ね
。
朝
が
早
く
て
大
変
で
す
。

　
汽
車
の
中
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
か
？

　
『
え
び
の
飯
野
駅
』
で
降
り
る
ん
で
す
け

ど
、
高
原
駅
か
ら
40
分
く
ら
い
時
間
が
あ

る
の
で
、
学
校
の
課
題
を
や
っ
た
り
、
仮

眠
を
取
っ
た
り
、
友
達
と
話
し
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
友
達
と
ど
ん
な
話
を
し
て
る
ん
で
す
　

か
？

　
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
同
じ
サ
ッ
カ
ー

部
な
の
で
部
活
の
話
を
し
た
り
し
ま
す
ね
。

た
ま
に
恋
バ
ナ
も
・
・
笑

　
高
校
を
卒
業
し
た
後
の
目
標
は
？

　
大
学
に
進
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
！
〖
涌
水
さ
ん
〗

　
海
上
自
衛
官
を
目
指
し
て
い
ま
す
！
〖
大

山
さ
ん
〗

　
吉
都
線
に
つ
い
て
想
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

　
今
は
毎
日
乗
っ
て
通
学
し
て
い
る
か
ら

当
た
り
前
に
思
え
て
い
る
け
ど
、
吉
都
線

が
あ
る
か
ら
高
原
か
ら
通
学
で
き
る
し
、

そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
風
景
が
あ
っ
た
り
、
大

切
な
存
在
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
地
元
に

帰
っ
て
き
た
と
き
に
も
使
い
た
い
の
で
吉

都
線
は
残
っ
て
い
て
欲
し
い
で
す
。

JR 吉都線
　吉都線は、鹿児島県の湧水町にある吉松駅から都

城市の都城駅を結ぶ 100 年以上続く歴史ある路線で、

高原町を唯一通過する鉄道です。最近の高原駅の現

状を見ていきましょう！

　
待
合
室
の
中
は
、木
で
で
き
た
空
間
で
落

ち
着
き
が
あ
り
、カ
ウ
ン
タ
ー
も
設
け
て
い

る
の
で
、ゆ
っ
く
り
と
休
憩
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
学
生
は
空
い
た
時
間
に
勉
強
し
た
り
、

自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
店
内
に
は
新
鮮
な
地
元
産
の
朝
採
れ
野

菜
や
、特
産
品
が
並
び
、地
域
の
魅
力
を
存

分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、土
産
物
や
生
活
必
需
品
も
豊
富

に
取
り
揃
え
て
お
り
、観
光
客
や
地
元
住
民

の
両
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 観光や日常の買い物に

　　　 便利なショップです！

 令和元年にリニューアル

   利用しやすくなりました！

待
合
室

駅
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
市

JR 吉都線

　吉都線を利用する方の多

くは地元の高校生です。今回

は、吉都線を使って飯野高校

に通う仲良し２人組の学生

さんに話を聞いてみました。

QQQ

QQ AA

AAA

飯野高校２年

　大山 
よ う し ん

耀臣 さん    涌水 
じょうえい

浄英 さん

飯野高校２年

　大山 
よ う し ん

耀臣 さん    涌水 
じょうえい

浄英 さん

吉都線利用促進協議会

　吉都線沿線の市町で構成される『吉都線利用促

進協議会』という組織があります。吉都線の利用

促進や愛着形成のための取組を行っています。

　
町
内
の
小
中
学
校
や
保
育
所
な
ど
が
、社

会
見
学
や
遠
足
な
ど
で
JR
吉
都
線
を
利
用

し
た
場
合
の
運
賃
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

JR
吉
都
線
を
利
用
し
た
往
復
全
額
が
助
成

さ
れ
ま
す
！
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
細

は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
JR
吉
都
線
に
お
い
て
、普
通
列
車
を
貸
し

切
っ
て
運
行
す
る
団
体
等
を
対
象
に
、そ
の

運
行
経
費
を
最
大
１
車
両
に
つ
き
３
万
円

助
成
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
社
員
旅
行
な
ど

で
ご
活
用
を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
町
内
に
本
社
又
は
営
業
所
が
あ
る
法
人

や
個
人
企
業
で
、吉
都
線
応
援
企
業
に
な
っ

て
い
た
だ
く
と
、そ
こ
に
勤
務
さ
れ
る
方
が

吉
都
線
を
利
用
し
て
通
勤
し
た
場
合
、通
勤

定
期
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
応
援
企
業
に
興
味
の
あ
る
企
業
は
、ぜ
ひ
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　線路外からの倒木が列車と接触する

事故が発生しています。土地の所有者

は、剪定や伐採など、樹木の定期的な

管理をお願いします。

　また、線路中心から概ね８ｍ以内の

場所で建物の建設や解体、樹木の伐採

などを行う場合は、事前にご相談くだ

さい。

【お問い合わせ先】

九州旅客鉄道㈱　宮崎工務所（南宮崎駅）

☎　０９８５‐ 63‐５３０８

【この記事に関するお問い合わせ先】

総合政策課企画政策係　☎　42‐２１１５

安全な運行のためのお願い

団
体
で
利
用
す
れ
ば

             

運
賃
全
額
助
成
！

西諸地域に設定したチェックポイントを自転車で制限時間内に

周り、獲得ポイントを競いながら、ゲーム感覚で楽しめる野外ス

ポーツです。自転車を吉都線に載せて移動することができます！

申し込み方法はスポーツエントリーにてお申し込みください。

スタート▶　9：00　ゴール　▶15：00

JR  吉都線

【主催】　小林まちづくり株式会社　　　　【後援】　高原町、小林市、えびの市

〇参加費　無料
〇事前申し込み　必要
〇申し込み先

高原町役場総合政策課
TEL  42－2115

列
車
貸
し
切
り
の
助
成
！

吉
都
線
応
援
企
業
で
お
得
に
通
勤
！

利用者の声
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吉
都
線
は
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
使
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
？

　
昔
、
小
林
や
都
城
に
遊
び
に
行
く
と
き

に
数
回
使
っ
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
毎
日

使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
高
校
生
に
な
っ

て
か
ら
で
す
ね
。
朝
が
早
く
て
大
変
で
す
。

　
汽
車
の
中
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
か
？

　
『
え
び
の
飯
野
駅
』
で
降
り
る
ん
で
す
け

ど
、
高
原
駅
か
ら
40
分
く
ら
い
時
間
が
あ

る
の
で
、
学
校
の
課
題
を
や
っ
た
り
、
仮

眠
を
取
っ
た
り
、
友
達
と
話
し
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
友
達
と
ど
ん
な
話
を
し
て
る
ん
で
す
　

か
？

　
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
同
じ
サ
ッ
カ
ー

部
な
の
で
部
活
の
話
を
し
た
り
し
ま
す
ね
。

た
ま
に
恋
バ
ナ
も
・
・
笑

　
高
校
を
卒
業
し
た
後
の
目
標
は
？

　
大
学
に
進
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
！
〖
涌
水
さ
ん
〗

　
海
上
自
衛
官
を
目
指
し
て
い
ま
す
！
〖
大

山
さ
ん
〗

　
吉
都
線
に
つ
い
て
想
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

　
今
は
毎
日
乗
っ
て
通
学
し
て
い
る
か
ら

当
た
り
前
に
思
え
て
い
る
け
ど
、
吉
都
線

が
あ
る
か
ら
高
原
か
ら
通
学
で
き
る
し
、

そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
風
景
が
あ
っ
た
り
、
大

切
な
存
在
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
地
元
に

帰
っ
て
き
た
と
き
に
も
使
い
た
い
の
で
吉

都
線
は
残
っ
て
い
て
欲
し
い
で
す
。

JR 吉都線
　吉都線は、鹿児島県の湧水町にある吉松駅から都

城市の都城駅を結ぶ 100 年以上続く歴史ある路線で、

高原町を唯一通過する鉄道です。最近の高原駅の現

状を見ていきましょう！

　
待
合
室
の
中
は
、木
で
で
き
た
空
間
で
落

ち
着
き
が
あ
り
、カ
ウ
ン
タ
ー
も
設
け
て
い

る
の
で
、ゆ
っ
く
り
と
休
憩
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
学
生
は
空
い
た
時
間
に
勉
強
し
た
り
、

自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
店
内
に
は
新
鮮
な
地
元
産
の
朝
採
れ
野

菜
や
、特
産
品
が
並
び
、地
域
の
魅
力
を
存

分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、土
産
物
や
生
活
必
需
品
も
豊
富

に
取
り
揃
え
て
お
り
、観
光
客
や
地
元
住
民

の
両
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

 観光や日常の買い物に

　　　 便利なショップです！

 令和元年にリニューアル

   利用しやすくなりました！

待
合
室

駅
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
市

JR 吉都線

　吉都線を利用する方の多

くは地元の高校生です。今回

は、吉都線を使って飯野高校

に通う仲良し２人組の学生

さんに話を聞いてみました。

QQQ

QQ AA

AAA

飯野高校２年

　大山 
よ う し ん

耀臣 さん    涌水 
じょうえい

浄英 さん

飯野高校２年

　大山 
よ う し ん

耀臣 さん    涌水 
じょうえい

浄英 さん

吉都線利用促進協議会

　吉都線沿線の市町で構成される『吉都線利用促

進協議会』という組織があります。吉都線の利用

促進や愛着形成のための取組を行っています。

　
町
内
の
小
中
学
校
や
保
育
所
な
ど
が
、社

会
見
学
や
遠
足
な
ど
で
JR
吉
都
線
を
利
用

し
た
場
合
の
運
賃
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

JR
吉
都
線
を
利
用
し
た
往
復
全
額
が
助
成

さ
れ
ま
す
！
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
細

は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
JR
吉
都
線
に
お
い
て
、普
通
列
車
を
貸
し

切
っ
て
運
行
す
る
団
体
等
を
対
象
に
、そ
の

運
行
経
費
を
最
大
１
車
両
に
つ
き
３
万
円

助
成
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
社
員
旅
行
な
ど

で
ご
活
用
を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
、ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
町
内
に
本
社
又
は
営
業
所
が
あ
る
法
人

や
個
人
企
業
で
、吉
都
線
応
援
企
業
に
な
っ

て
い
た
だ
く
と
、そ
こ
に
勤
務
さ
れ
る
方
が

吉
都
線
を
利
用
し
て
通
勤
し
た
場
合
、通
勤

定
期
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
応
援
企
業
に
興
味
の
あ
る
企
業
は
、ぜ
ひ
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　線路外からの倒木が列車と接触する

事故が発生しています。土地の所有者

は、剪定や伐採など、樹木の定期的な

管理をお願いします。

　また、線路中心から概ね８ｍ以内の

場所で建物の建設や解体、樹木の伐採

などを行う場合は、事前にご相談くだ

さい。

【お問い合わせ先】

九州旅客鉄道㈱　宮崎工務所（南宮崎駅）

☎　０９８５‐ 63‐５３０８

【この記事に関するお問い合わせ先】

総合政策課企画政策係　☎　42‐２１１５

安全な運行のためのお願い

団
体
で
利
用
す
れ
ば

             

運
賃
全
額
助
成
！

西諸地域に設定したチェックポイントを自転車で制限時間内に

周り、獲得ポイントを競いながら、ゲーム感覚で楽しめる野外ス

ポーツです。自転車を吉都線に載せて移動することができます！

申し込み方法はスポーツエントリーにてお申し込みください。

スタート▶　9：00　ゴール　▶15：00

JR  吉都線

【主催】　小林まちづくり株式会社　　　　【後援】　高原町、小林市、えびの市

〇参加費　無料
〇事前申し込み　必要
〇申し込み先

高原町役場総合政策課
TEL  42－2115

列
車
貸
し
切
り
の
助
成
！

吉
都
線
応
援
企
業
で
お
得
に
通
勤
！

利用者の声
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Town  Topics

トレトレーラーハウスの安全を願って

　９月 19日、株式会社エリアノが御池キャンプ村内の遊休
地に設置を進めている宿泊用トレーラーハウスの骨組みが
到着し、施工の安全を願って上棟式が行われました。
　上棟式には、トレーラーハウスの建築等に係る町内の施行
業者など関係者が参加し、今後の完成に向けて工事が上手く
いくように祈願する『せんぐまき（餅まき）』が行われました。
　今後は内装仕上げ等を進め、今年 11月の運用開始を目指
しています。

県高県高校新人大会で優勝！
　
　９月 14 日、宮崎市で開催された令和６年度宮崎県高等学
校新人総合体育大会において、小林秀峰高等学校１年生の
古川

えいけい
詠恵選手（南狭野区）が男子砲丸投で自己新の 11ｍ

65 ㎝を記録し、優勝されました。
　古川選手は、10 月３日から大分県で開催される九州大会
に出場します。

人材人材派遣で生まれる新たな可能性
　
　９月１日、エムトラスト株式会社から企業版ふるさと納
税（人材派遣型）の制度を用いて、社員の野田真也さんの派
遣と寄附金及び車両の寄附をいただきました。
　寄附の受領と併せて辞令の交付、感謝状の贈呈式が行わ
れ、その中で松井眞紀代表取締役は「これからも町を盛り上
げるために支援したい。」とあいさつし、野田さんは「経験を
生かして認知度向上と観光誘客を図りたい。」と意気込みを
語りました。

たかたかぼー・はるちゃん新しい冒険の始まり！

　８月 10 日、新しくなった高原町公式マスコットキャラク
ターのたかぼー、はるちゃんのお披露目会を行いました。
　お披露目会では、会場の子どもたちから歓声を浴び、旧た
かぼー、はるちゃんと一緒に子どもたちと触れ合ったり、記
念撮影をしたりするなど会場を盛り上げました。
　今後も皆さんに親しまれるキャラクターを目指して、イ
ベントや SNS などで活躍する予定です。広報誌でも２人の
詳細を紹介する予定ですのでお楽しみに！

まちのわだい

敬老敬老の日を祝う

　９月15日及び９月16日、町内17区18会場で敬老会が開催
されました。
　新型コロナウイルスが流行して以来、５年ぶりの開催とな
る区も多く、参加者は昔の思い出話などに花を咲かせ、会場
は笑顔で溢れていました。
　また、ご長寿をお祝いするため、様々な催しも用意されて
おり、保育園児の踊りや演奏、伝統芸能である太神楽の曲芸
などで会場は大いに盛り上がり、大変賑やかな敬老会となり
ました。
　本町には今年度75歳以上になられる方が、9月1日時点で
2,149名います。また、今年度100歳以上になられる方は26名
います。

囲碁囲碁名人戦が奥霧島温泉郷で開催！

　９月４日から５日にかけて、奥霧島温泉郷で第49期囲碁名
人戦７番勝負第２局が開催されました。極楽温泉匠の宿を対
局会場に芝野虎丸名人と挑戦者の一力遼棋聖の対局となった
今回の戦いは、プロ棋士の解説者をはじめとした関係者から
もお互いの強さを引き出した難解にして名局と評される激闘
となり、最後は一力棋聖の勝利で終局となりました。
　今回の対局に合わせて湯之元温泉では、対局者やプロ棋士
との交流ができる前夜祭、皇子原温泉健康村では、プロ棋士と
の対局による指導碁、名人戦の対局をプロ棋士がリアルタイ
ムで解説する大盤解説会が開催され、多くの参加者で盛り上
がりました。
　なお、対局の間に、両対局者が食べる昼食やおやつ、飲み物
は『勝負メシ』として、本町の地元事業者が開発し、両対局者の
集中力を食事で支えました。選ばれたメニューはライブ配信
でも紹介され、奥霧島温泉郷の魅力と併せて全国に発信され
ました。

6広報たかはる



Town  Topics

トレトレーラーハウスの安全を願って

　９月 19日、株式会社エリアノが御池キャンプ村内の遊休
地に設置を進めている宿泊用トレーラーハウスの骨組みが
到着し、施工の安全を願って上棟式が行われました。
　上棟式には、トレーラーハウスの建築等に係る町内の施行
業者など関係者が参加し、今後の完成に向けて工事が上手く
いくように祈願する『せんぐまき（餅まき）』が行われました。
　今後は内装仕上げ等を進め、今年 11月の運用開始を目指
しています。

県高県高校新人大会で優勝！
　
　９月 14 日、宮崎市で開催された令和６年度宮崎県高等学
校新人総合体育大会において、小林秀峰高等学校１年生の
古川

えいけい
詠恵選手（南狭野区）が男子砲丸投で自己新の 11ｍ

65 ㎝を記録し、優勝されました。
　古川選手は、10 月３日から大分県で開催される九州大会
に出場します。

人材人材派遣で生まれる新たな可能性
　
　９月１日、エムトラスト株式会社から企業版ふるさと納
税（人材派遣型）の制度を用いて、社員の野田真也さんの派
遣と寄附金及び車両の寄附をいただきました。
　寄附の受領と併せて辞令の交付、感謝状の贈呈式が行わ
れ、その中で松井眞紀代表取締役は「これからも町を盛り上
げるために支援したい。」とあいさつし、野田さんは「経験を
生かして認知度向上と観光誘客を図りたい。」と意気込みを
語りました。

たかたかぼー・はるちゃん新しい冒険の始まり！

　８月 10 日、新しくなった高原町公式マスコットキャラク
ターのたかぼー、はるちゃんのお披露目会を行いました。
　お披露目会では、会場の子どもたちから歓声を浴び、旧た
かぼー、はるちゃんと一緒に子どもたちと触れ合ったり、記
念撮影をしたりするなど会場を盛り上げました。
　今後も皆さんに親しまれるキャラクターを目指して、イ
ベントや SNS などで活躍する予定です。広報誌でも２人の
詳細を紹介する予定ですのでお楽しみに！
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

小
林
秀
峰
高
校
で
学
ぶ
若
人

　
小
林
秀
峰
高
校
の
農
業
科
で
食
品
専

攻
を
学
ぶ
入
佐
敏
宥
さ
ん
と
川
野
楓
馬

さ
ん
。

　
入
佐
さ
ん
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
料
理
が

好
き
で
、
親
と
よ
く
お
菓
子
作
り
な
ど
を

し
て
い
ま
し
た
。
高
校
に
入
学
し
た
当
初

は
農
業
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩

方
の
作
る
作
品
を
見
る
う
ち
に
、
食
品
専

攻
に
進
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
、
川
野
さ
ん
は
、
中
学
校
の
頃
に

秀
峰
高
校
に
通
っ
て
い
た
お
兄
さ
ん
が
、

た
ま
に
買
っ
て
き
て
く
れ
る
学
生
手
作

未
来
に
向
か
っ
て

　
２
人
に
将
来
の
夢
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

入
佐
さ
ん
は
「
食
品
の
製
造
な
ど
に
関
わ

り
、
人
を
笑
顔
に
で
き
る
仕
事
が
し
た

い
。
」、
川
野
さ
ん
は
「
食
品
の
販
売
や
接

客
な
ど
の
仕
事
が
し
た
い
。
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
秀
峰
高
校
で
熱
意
を
持
っ
て
食
品
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
自
然
と

食
品
に
携
わ
る
仕
事
が
夢
へ
と
繋
が
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
で
、
未
来

を
担
う
若
い
２
人
が
さ
ら
に
大
き
く
羽

ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

ち
ば
な
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
２

人
で
何
度
も
話
し
合
い
な
が
ら
、
先
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
い
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
が
実
を
結
び
、
ダ
ブ
ル
受

賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
得
た
２

人
で
す
が
、「
受
賞
で
き
た
こ
と
は
と
て

も
う
れ
し
い
。
た
だ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
も
う
少
し
上
手
く
で
き
た
ら
、

も
っ
と
作
品
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
の

に…

。
」
と
そ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
さ
ら
な
る
向
上
心
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
こ
の
作
品
が
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
で
き
れ
ば
嬉
し
い
。
」
と
地
域
に

対
す
る
思
い
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

り
の
お
菓
子
や
食
品
が
と
て
も
大
好
き

で
、
自
分
も
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
、秀
峰
高
校
に
入
学
を
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
２
人
は
、
食
品
専
攻
で
農
畜
産

物
の
加
工
、
製
菓
、
製
パ
ン
な
ど
を
実
践

的
に
学
習
し
、
３
年
生
に
な
っ
た
今
回
、

当
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
決
意
し
ま

し
た
。

天
空
の
香
り『
橘
』

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
個
人
で
そ

れ
ぞ
れ
１
品
ず
つ
、
共
同
で
１
品
の
計
３

品
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
ど
れ
も
完
成
度
が
高
く
、
素
晴
ら
し
い

作
品
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
共
同
で
制

作
し
た
、『
天
空
の
香
り「
橘
」』は
と
て
も

高
い
評
価
を
受
け
、
優
秀
賞
と
審
査
員
特

別
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
天
空
の
香
り「
橘
」は
、
高
原
町
産
の
た

ち
ば
な
と
金
柑
を
材
料
と
し
た
マ
ー
マ

レ
ー
ド
で
、
上
品
な
甘
さ
の
中
に
、
た
ち

ば
な
の
素
材
を
生
か
し
た
程
よ
い
酸
味

と
苦
み
が
上
手
く
調
和
し
た
一
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
年
代
の
方
に

好
ま
れ
る
も
の
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
取
組

ん
だ
と
の
こ
と
で
す
。
た
ち
ば
な
の
酸
味

や
苦
み
を
可
能
な
限
り
抑
え
つ
つ
も
、
た

実習に真剣に取り組む入佐さん （左） と川野さん （中央）

商品のプレゼンテーションをする川野さん（左）と入佐さん（右）

優秀賞と審査員特別賞を受賞した 『天空の香り 「橘」』

未
来
を
担
う

　
若
い
二
人
の  

挑
戦

優秀賞及び審査員特別賞 （提供 ： 有限会社ユタカ商会） 受賞作品

『 天空の香り 「橘」 』

2024 たかはる ・ たちばな

  特産品コンテスト受賞者紹介

小林秀峰高校

　入佐　敏宥 さん、 川野　楓馬 さん

特集 vol.２

と し ひ ろ ふ う ま
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小
林
秀
峰
高
校
で
学
ぶ
若
人

　
小
林
秀
峰
高
校
の
農
業
科
で
食
品
専

攻
を
学
ぶ
入
佐
敏
宥
さ
ん
と
川
野
楓
馬

さ
ん
。

　
入
佐
さ
ん
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
料
理
が

好
き
で
、
親
と
よ
く
お
菓
子
作
り
な
ど
を

し
て
い
ま
し
た
。
高
校
に
入
学
し
た
当
初

は
農
業
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
先
輩

方
の
作
る
作
品
を
見
る
う
ち
に
、
食
品
専

攻
に
進
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
一
方
、
川
野
さ
ん
は
、
中
学
校
の
頃
に

秀
峰
高
校
に
通
っ
て
い
た
お
兄
さ
ん
が
、

た
ま
に
買
っ
て
き
て
く
れ
る
学
生
手
作

未
来
に
向
か
っ
て

　
２
人
に
将
来
の
夢
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

入
佐
さ
ん
は
「
食
品
の
製
造
な
ど
に
関
わ

り
、
人
を
笑
顔
に
で
き
る
仕
事
が
し
た

い
。
」、
川
野
さ
ん
は
「
食
品
の
販
売
や
接

客
な
ど
の
仕
事
が
し
た
い
。
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
秀
峰
高
校
で
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食
品
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と

食
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携
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ま
す
。

　
今
回
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テ
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の
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で
、
未
来

を
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う
若
い
２
人
が
さ
ら
に
大
き
く
羽

ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

ち
ば
な
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
２

人
で
何
度
も
話
し
合
い
な
が
ら
、
先
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
い
、
試
行
錯
誤
を
重
ね

ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
が
実
を
結
び
、
ダ
ブ
ル
受

賞
と
い
う
素
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ら
し
い
結
果
を
得
た
２

人
で
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が
、「
受
賞
で
き
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と
は
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も
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。
た
だ
、
プ
レ
ゼ
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ョ
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を
も
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少
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上
手
く
で
き
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、

も
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作
品
の
魅
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を
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え
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た
の
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」
と
そ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
さ
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な
る
向
上
心
を
見
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い

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
こ
の
作
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が
地
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の
活
性
化

に
貢
献
で
き
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ば
嬉
し
い
。
」
と
地
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に

対
す
る
思
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も
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し
て
く
れ
ま
し
た
。

り
の
お
菓
子
や
食
品
が
と
て
も
大
好
き

で
、
自
分
も
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っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
、秀
峰
高
校
に
入
学
を
し
ま
し
た
。

　
そ
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は
、
食
品
専
攻
で
農
畜
産

物
の
加
工
、
製
菓
、
製
パ
ン
な
ど
を
実
践

的
に
学
習
し
、
３
年
生
に
な
っ
た
今
回
、

当
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を
決
意
し
ま

し
た
。

天
空
の
香
り『
橘
』

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
個
人
で
そ

れ
ぞ
れ
１
品
ず
つ
、
共
同
で
１
品
の
計
３

品
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
ど
れ
も
完
成
度
が
高
く
、
素
晴
ら
し
い

作
品
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
共
同
で
制

作
し
た
、『
天
空
の
香
り「
橘
」』は
と
て
も

高
い
評
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を
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け
、
優
秀
賞
と
審
査
員
特

別
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
天
空
の
香
り「
橘
」は
、
高
原
町
産
の
た

ち
ば
な
と
金
柑
を
材
料
と
し
た
マ
ー
マ

レ
ー
ド
で
、
上
品
な
甘
さ
の
中
に
、
た
ち

ば
な
の
素
材
を
生
か
し
た
程
よ
い
酸
味

と
苦
み
が
上
手
く
調
和
し
た
一
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
年
代
の
方
に

好
ま
れ
る
も
の
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
取
組

ん
だ
と
の
こ
と
で
す
。
た
ち
ば
な
の
酸
味

や
苦
み
を
可
能
な
限
り
抑
え
つ
つ
も
、
た

実習に真剣に取り組む入佐さん （左） と川野さん （中央）

商品のプレゼンテーションをする川野さん（左）と入佐さん（右）

優秀賞と審査員特別賞を受賞した 『天空の香り 「橘」』

未
来
を
担
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若
い
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挑
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

【お問い合わせ先】 　　健康課　☎ 42－４８２０

　令和６年度以降の新型コロナウイルス予防接種は、予防接種法上の特例臨時接種から季節性インフルエンザと

同様のＢ類疾病の定期接種に位置付けられました。

　インフルエンザとは

　　インフルエンザウイルスに感染することによって起こる感染症です。38 度以上の

　高熱、頭痛や関節痛・筋肉痛など全身の症状が現れ、高齢者の方や種々の慢性疾患を

　持つ方は、肺炎を伴うなど重症化することもあります。

　新型コロナウイルスとは

　　新型コロナウイルスによる感染症で、インフルエンザに似た症状が現れます。特に高齢者の方や基礎疾患を持

　つ方は、症状が悪化しやすく入院が必要になったり、さらに重症化になると呼吸困難となり人工呼吸器が必要に

　なることがあります。

☆高原町では以下のとおり、定期接種を実施します。

高齢者インフルエンザと高齢者新型コロナウイルスの

定期接種が始まります。

高齢者インフルエンザと高齢者新型コロナウイルスの

定期接種が始まります。

インフルエンザ 新型コロナウイルス

４　ワクチン インフルエンザＨＡワクチン
「JN.1系統及びその下位系統へのより高い中和抗体を
誘導する抗原を含むこと」に対応するワクチンとして国
に承認されたもの。

６　持参するもの

医療機関の窓口においてあります。
インフル予診票は水色で新型コロナ予診票は白色です。
※原則、予防接種を受ける方に記入していただきますので、老眼鏡等が必要な方は、忘れ
ずにお持ちください。

５　料金
（自己負担額）

３　接種回数・方法

健康保険証

７　予診票

毎年度1回接種（皮下注射）
※新型コロナワクチン接種との
同時接種は可能です。

毎年度１回接種（筋肉内注射）
※インフルエンザ接種との同時接種は可能です。

１，５００円
※生活保護世帯の方は無料

３，０００円
※生活保護世帯の方は無料

１　実施期間

２　対象者

令和６年10月１日～令和６年12月31日
※期限を過ぎると全額自己負担となります。
※年末は医療機関が休診となることが予想されますので、ご注意ください。

① 65歳以上の者（接種日時点）
② 60歳～64歳の方で、心臓、じん臓、呼吸器または免疫の機能に日常生活活動が極度に
制限される程度の障がいのある方（医師の診断による。）

高原町小中一貫教育校
　　　　準備委員会からのお知らせ

高原町小中一貫教育校
　　　　準備委員会からのお知らせ

総務部会
〇  新学校名（案）について公募したところ、高原町内の小・中学生、地域住民の方、幼稚園等を含む保護者の方
　  から、383 通の応募をいただきました。内容を分析・集計したところ、『高原小中学校』、『高原学園』などの名   
      称が多くありました。今後、教育委員会定例会で協議の後、第３回準備委員会（10 月 30 日）で承認される流  
      れとなっています。
〇  教育総務課からスクールバスを６台増便することや乗降場所の候補場所が提示されました。
　  今後、関係保護者や地域の方から、令和６年度の内に意見を集約することになりました。

式典部会
〇  閉校式については、令和８年２月の土日に、各学校で日程が重ならないように実施することとなっています。
　  具体的な候補日の検討をしてもらうように各閉校式実行委員会にお願いしました。
〇  閉校式実行委員会で、記念品や記念誌等の話し合いが行われていることなどを確認しました。

教育部会
〇  本町の特色ある教育活動について共有するためのワークショップを行いました。
　  本町の強みや支援的要因などを出し合いながら、意見を集約していきました。
　  『地域の協力』があること、『自然・歴史・伝統』などの資源が、子どもたちの豊かな学習環境に繋がること    
      を再確認しました。

事務部会
〇  夏休み中の、使用不能備品の廃棄や図書の整理について計画的に進めて
　  いることを確認しました。
〇  現在、備品台帳がデータ化された学校とそうでない学校があることがわ   
　  かりました。今後の備品リストの作成に向けて、備品台帳をデジタル化  
　  していく方向で協議が進みました。

　次回の高原町小中一貫教育校準備委員会は、10 月 30 日（水）14：30 ～ 16：30　
高原中学校で予定されています。

　令和６年第２回目の高原町小中一貫教育校準備委員会が、８月 26 日に高原中学校において開催され、50 名の方々
が参加しました。各専門部会で話し合われた内容をお知らせします。

次回開催

【お問い合わせ先】教育総務課　☎42-1484
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

【お問い合わせ先】 　　健康課　☎ 42－４８２０

　令和６年度以降の新型コロナウイルス予防接種は、予防接種法上の特例臨時接種から季節性インフルエンザと

同様のＢ類疾病の定期接種に位置付けられました。

　インフルエンザとは

　　インフルエンザウイルスに感染することによって起こる感染症です。38 度以上の

　高熱、頭痛や関節痛・筋肉痛など全身の症状が現れ、高齢者の方や種々の慢性疾患を

　持つ方は、肺炎を伴うなど重症化することもあります。

　新型コロナウイルスとは

　　新型コロナウイルスによる感染症で、インフルエンザに似た症状が現れます。特に高齢者の方や基礎疾患を持

　つ方は、症状が悪化しやすく入院が必要になったり、さらに重症化になると呼吸困難となり人工呼吸器が必要に

　なることがあります。

☆高原町では以下のとおり、定期接種を実施します。

高齢者インフルエンザと高齢者新型コロナウイルスの

定期接種が始まります。

高齢者インフルエンザと高齢者新型コロナウイルスの

定期接種が始まります。

インフルエンザ 新型コロナウイルス

４　ワクチン インフルエンザＨＡワクチン
「JN.1系統及びその下位系統へのより高い中和抗体を
誘導する抗原を含むこと」に対応するワクチンとして国
に承認されたもの。

６　持参するもの

医療機関の窓口においてあります。
インフル予診票は水色で新型コロナ予診票は白色です。
※原則、予防接種を受ける方に記入していただきますので、老眼鏡等が必要な方は、忘れ
ずにお持ちください。

５　料金
（自己負担額）

３　接種回数・方法

健康保険証

７　予診票

毎年度1回接種（皮下注射）
※新型コロナワクチン接種との
同時接種は可能です。

毎年度１回接種（筋肉内注射）
※インフルエンザ接種との同時接種は可能です。

１，５００円
※生活保護世帯の方は無料

３，０００円
※生活保護世帯の方は無料

１　実施期間

２　対象者

令和６年10月１日～令和６年12月31日
※期限を過ぎると全額自己負担となります。
※年末は医療機関が休診となることが予想されますので、ご注意ください。

① 65歳以上の者（接種日時点）
② 60歳～64歳の方で、心臓、じん臓、呼吸器または免疫の機能に日常生活活動が極度に
制限される程度の障がいのある方（医師の診断による。）
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　

私
は
、
今
年
の
９
月
で
満
70
歳

に
な
り
ま
し
た
。
人
に
は
生
ま
れ

て
か
ら
今
日
ま
で
の
自
分
だ
け
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
町
制
施
行
90

周
年
の
年
に
併
せ
て
私
の
子
ど
も

の
頃
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

同
世
代
の
方
は
「
そ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
な
あ
。」
と
懐
か
し
く
思

い
出
す
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
若
い

方
に
は
両
親
や
祖
父
母
が
ど
ん
な

時
代
を
生
き
て
き
た
の
か
知
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
史
な

の
で
私
の
個
人
的
な
内
容
に
な
る

こ
と
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

　

私
は
、
花
堂
区
の
生
ま
れ
で
結

婚
す
る
ま
で
は
実
家
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
当
時
、
近
所
に
は
子
ど

も
が
多
か
っ
た
の
で
声
を
掛
け
れ

ば
す
ぐ
に
10
人
く
ら
い
は
集
ま
り
、

一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
遊
ぶ

場
所
と
言
え
ば
山
と
川
で
す
。
夏

は
、
近
く
の
川
で
泳
い
だ
り
自
分

で
作
っ
た
モ
リ
で
魚
を
獲
っ
た
り

し
て
夕
方
ま
で
過
ご
し
、
秋
か
ら

冬
は
、
山
で
キ
ノ
コ
や
ア
ケ
ビ
を

採
っ
た
り
、
罠
で
鳥
を
捕
ま
え
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
子
ど

も
達
の
間
で
メ
ジ
ロ
を
飼
う
の
が

流
行
り
、
山
で
採
っ
た
鳥
も
ち
で

メ
ジ
ロ
を
捕
ま
え
、
自
分
で
作
っ

た
鳥
か
ご
に
入
れ
鳴
き
声
を
競
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
小
学
生
の
頃
は
テ
レ
ビ
が

ま
だ
普
及
し
て
お
ら
ず
、
テ
レ
ビ

が
あ
る
家
は
花
堂
で
も
一
件
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夕
方
に
な

る
と
子
ど
も
達
が
そ
の
家
に
集
ま

り
、
月
光
仮
面
、
鉄
腕
ア
ト
ム
な

ど
を
み
せ
て
も
ら
い
、
夜
に
な
る

と
プ
ロ
レ
ス
を
み
る
た
め
に
大
人

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

プ
ロ
レ
ス
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
力
道
山

で
あ
り
、
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒

に
な
っ
て
力
道
山
の
空
手
チ
ョ
ッ

プ
に
声
援
を
送
る
と
い
う
不
思
議

な
連
帯
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
は
日
本
の
高
度
経

済
成
長
期
の
時
代
で
す
が
、
東
京

タ
ワ
ー
の
建
設
、
東
海
道
新
幹
線

の
開
通
、
大
阪
万
博
の
開
催
な
ど

戦
後
か
ら
の
経
済
発
展
と
と
も
に

国
民
の
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
た

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
代
、

テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
の
３

種
類
の
家
電
製
品
は
『
三
種
の
神

器
』
と
呼
ば
れ
、
急
速
に
家
庭
に

普
及
し
、
近
所
が
集
ま
っ
て
皆
で

力
道
山
を
応
援
す
る
こ
と
も
な
く

な
り
、
子
ど
も
達
の
遊
び
場
も
山

や
川
か
ら
テ
レ
ビ
に
代
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

私
の
子
ど
も
の
頃
の
記
憶
で
鮮

明
に
残
っ
て
い
る
の
は
人
類
史
上

初
の
月
面
着
陸
で
す
。
中
学
校
か

ら
の
帰
り
に
床
屋
さ
ん
の
外
か
ら

テ
レ
ビ
で
ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
11

号
が
月
に
着
陸
し
、
宇
宙
飛
行
士

が
国
旗
を
立
て
て
い
る
の
を
み
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
そ
の
光
景
は
、

と
て
も
衝
撃
的
で
あ
り
、
人
類
の

目
覚
し
い
進
歩
と
世
の
中
が
大
き

く
動
い
て
い
る
の
を
感
じ
た
の
で

し
た
。

　

鳥
罠
に
使
う
の
は
馬
の
尻
尾
の

毛
が
良
い
こ
と
、
魚
が
い
る
場
所

を
見
つ
け
る
方
法
、
魚
を
突
く
モ

リ
に
は
自
転
車
の
ス
ポ
ー
ク
が
良

い
こ
と
な
ど
。
子
ど
も
の
頃
、
体

験
し
な
が
ら
覚
え
た
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
今

役
に
立
っ
て
い
る
か
と
言
う
と
そ

う
で
も
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
も
私
に
と
っ
て
は
大
事
な
経
験

で
あ
り
、
生
き
て
き
た
証
で
も
あ

り
、
自
分
の
宝
物
で
す
。

　

あ
な
た
に
は
、
ど
ん
な
自
分
史

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

朝
顔
や
認
知
を
夫つ

ま

と
確
か
め
る

無
花
果
の
初
生
り
も
ぐ
や
小
さ
き
手

夕
月
や
し
や
ん
と
し
て
先
方
照
り
返
す

鷹
カ
イ
ト
恐
れ
お
の
の
く
稲
雀

木
の
実
独
楽
回
せ
し
吾
子
や
母
と
な
り

火
口
湖
の
さ
ざ
な
み
走
る
鹿
の
声

台
風
過
ど
こ
か
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
お
と

奴
踊
り
狭
野
神
社
の
秋
祭
り

秋
の
空
飛
行
機
雲
の
高
く
な
り

店
棚
の
鎧
の
前
の
石ざ

く
ろ榴

か
な

入　

佐　

典　

子

田　

中　

廣　

子

岩　

崎　

富
美
子

小　

村　

智　

子

今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

佐
土
原　

武　

幸

横　

田　
　
　

修

内　

村　

登
志
美

中　

園　

直　

子

十
月
号 

　
　
　
高
原

高
原
町
の
90
年
を
振
り
返
る

　
〜
自
分
史
〜
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「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することができます。

町民の皆さんの登録をお願いします。

URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

秋の防災対策について

　10月は気温が下がり、台風シーズンも終盤を迎え

ますが、まだまだ災害に油断できない季節です。

　また、乾燥した気候が徐々に訪れることで、火災

のリスクも高まります。10月に考慮すべき防災対策

についてご紹介します。

①台風シーズンの最後の備え

【最新の台風情報のチェック】

　10月もまだ台風が発生する可能性があります。特

に、台風が日本に接近する際は、最新の気象情報を定

期的に確認し、必要に応じて備えを強化しましょう。

【避難場所の確認】

　避難場所や避難経路の確認を再度行いましょう。

いざというときに慌てずに行動できます。

②秋の火災対策

【暖房器具の点検と使用方法】

  寒くなるにつれて、暖房器具の使用が増える時期

です。使用前に問題がないか確認しましょう。

　また、暖房器具の周りに可燃物を置かないように

しましょう。

【火災報知器と消火器の点検】

  自宅の火災報知器と消火器を確認し、必要であれ

ば新品に交換しましょう。

  初期消火が迅速に行えるよう、消火器の使い方を

家族等で確認しておくことも大切です。

③地震への備えも忘れずに

【家具の固定と防災グッズの確認】

  地震が発生する可能性もありま

す。大地震の備えとして、家具や家

電の固定を再確認し、転倒防止な

どの対策を行いましょう。

お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７

　筋肉は、皆さんの健康と幸福な暮らしを支えるう

えで、大切な役割を果たします。一方で、年齢を重ね

ると体力や運動機能は低下し、下半身の筋肉がとく

に衰えてきます。そこで筋肉の主な役割や筋力アッ

プに役立つ手軽な運動を次の通り紹介します。

１　筋肉の主な役割について

①体を動かしたり支えたりします。

②血管、内臓、骨を外部から守ります。

③免疫力を上げます。

④血液を心臓に戻すポンプ機能があります。

⑤水分を蓄えます。

⑥ホルモンの分泌に関係します。

⑦熱をつくり代謝を上げます。

２　筋力アップに役立つ手軽な運動について

ウォーキングの場合（例：インターバル速歩）

①３分間、ゆっくり歩きます。

②次の３分間はちょっとキツイと感じる速度で早

歩きをします。

③上記①と②を繰り返します。

　最初は、１日15分程度から始め、慣れてきたら

徐々に時間を延ばしましょう。

　ただし、ご自身の健康状態を把握したうえで、運

動強度を上げてください。

　緩急をつけて歩くことで無理なく歩き続けられ、

持久力と筋力アップが期待で

きます。また、筋肉のもとにな

るタンパク質を食事でしっか

りとることも大切です。

～筋肉の主な役割～～筋肉の主な役割～
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【家具の固定と防災グッズの確認】

  地震が発生する可能性もありま

す。大地震の備えとして、家具や家

電の固定を再確認し、転倒防止な

どの対策を行いましょう。

お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７

　筋肉は、皆さんの健康と幸福な暮らしを支えるう

えで、大切な役割を果たします。一方で、年齢を重ね

ると体力や運動機能は低下し、下半身の筋肉がとく

に衰えてきます。そこで筋肉の主な役割や筋力アッ

プに役立つ手軽な運動を次の通り紹介します。

１　筋肉の主な役割について

①体を動かしたり支えたりします。

②血管、内臓、骨を外部から守ります。

③免疫力を上げます。

④血液を心臓に戻すポンプ機能があります。
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⑥ホルモンの分泌に関係します。

⑦熱をつくり代謝を上げます。

２　筋力アップに役立つ手軽な運動について

ウォーキングの場合（例：インターバル速歩）

①３分間、ゆっくり歩きます。

②次の３分間はちょっとキツイと感じる速度で早

歩きをします。

③上記①と②を繰り返します。

　最初は、１日15分程度から始め、慣れてきたら

徐々に時間を延ばしましょう。

　ただし、ご自身の健康状態を把握したうえで、運

動強度を上げてください。

　緩急をつけて歩くことで無理なく歩き続けられ、

持久力と筋力アップが期待で

きます。また、筋肉のもとにな

るタンパク質を食事でしっか

りとることも大切です。
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

証
明
書
の
発
行
や
住
民
異
動
届
は
受

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄
が

確
認
で
き
な
い
場
合
は
、法
定
代
理
人

と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸
籍

謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
住
民
係
　
☎
42‐

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル
　

　cyoum
in@

tow
n.takaharu.lg.jp

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　
　
発
行
期
限
の
お
知
ら
せ

　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
｟
保
険
証
｠
が
国

の
制
度
｟
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
｠　
に
よ
り
、
新
規
発
行
及
び
再
発

行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い

な
い
方
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保

険
証
を
紐
づ
け
さ
れ
て
な
い
方
は
、
お

手
続
き
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
保
険
係

　
☎
42‐

１
０
６
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、平
日
に
窓
口
へ

来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、次
の
日
程
で

休
日
の
窓
口
開
設
を
実
施
し
ま
す
。

【
10
月
の
休
日
開
庁
】　

　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
10
月
27
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
10
月
23
日（
水
）

　
午
後
５
時
ま
で

※

定
員
に
な
り
次
第
、予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側（
小
学
校
側
）か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。各
種

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
就
職
説
明
会

　
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
障
害
や
難

病
の
あ
る
方
を
対
象
に
、小
林
市
・
え
び

の
市
・
高
原
町
の
約
10
社
の
企
業
が
参

加
す
る
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時
　
10
月
25
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　（
受
付
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

〇
場
所

　
小
林
中
央
公
民
館（
小
林
市
細
野
38‐

１
）

〇
持
っ
て
く
る
も
の

 

・
特
に
な
し（
任
意
で
障
害
者
手
帳
や
特   

　
定
医
療
費
受
給
者
証
）

 

・
履
歴
書
不
要

〇
服
装
　
普
段
着
で
可

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
公
共
職
業
安
定
所

　
障
害
者
雇
用
担
当

　
☎
23‐

２
１
７
１

家
庭
裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
国
際
知
財
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
４

〜
日
米
欧
に
お
け
る
知
的
財
産
紛
争
解
決
】

　
知
財
紛
争
に
関
す
る
司
法
判
断
や
近

時
の
知
財
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
、各
国

の
法
曹
関
係
者
や
審
判
官
等
が
模
擬
裁

判
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

〇
開
催
日
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

【
裁
判
パ
ー
ト
】　
10
月
24
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
６
時

①
模
擬
裁
判

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
特
許
庁
パ
ー
ト
】　
10
月
25
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
６
時

①
日
本
国
特
許
庁
に
よ
る
模
擬
口
頭
審
理

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〇
開
催
場
所
　

　
弁
護
士
会
館
２
階
講
堂
ク
レ
オ

　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１‐

１‐

３

【「
法
の
日
」週
間
を
迎
え
て
】

　
10
月
１
日
は
、『
法
の
日
』で
す
。

　『
法
の
日
』は
、国
民
の
皆
さ
ん
に
、法

の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
と
、裁
判

所
、検
察
庁
及
び
弁
護
士
会
の
協
議
で
提

唱
さ
れ
、昭
和
35
年
、政
府
に
よ
っ
て『
国

を
あ
げ
て
法
の
尊
重
、基
本
的
人
権
の
擁

護
、社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る

た
め
の
日
』と
し
て
定
め
ら
れ
、各
種
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
の
裁
判
所
の
行
事
は
、裁
判
所
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
各
地
の
裁
判
所
の
総
務

課
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
総
務
課
庶
務
係

　
☎
０
９
８
５‐

23‐

２
２
６
３

お
知
ら
せ

まちの掲示板Town  Information

第22回 霧島登山マラソン第22回 霧島登山マラソン

10 月 13 日（日）
【登山マラソンコース】9.0km　標高差1,200ｍ 　

霧島山の秀峰　高千穂峰
頂上にある「天之逆鉾（あまのさかほこ）」は天孫降臨したニニギノミコトが突
き立てたといわれています
この頂きを目指し　標高１，５７４ｍを駆け上る霧島登山マラソンに挑戦した
ものだけが味わうことのできる達成感がそこにはあります

受　　付 　 　7:00～8:15　   

開 会 式　　　8:30

競技スタート　9:00　皇子原公園 ▶ 第５砂防ダム ▶ 《ゴール》高千穂峰山頂　

【お問い合わせ先】　  霧島登山マラソン実行委員会事務局　☎　０９８４‐42‐１９３０

秋 秋 東栄 東栄 

10月６日 10月６日 

マルシェ

日

時間：10 時～ 15 時

会場 :東栄物流敷地駐車場

　　　高原町大字後川内 14 番地２

時間：10 時～ 15 時

会場 :東栄物流敷地駐車場

　　　高原町大字後川内 14 番地２

キッチンカー、雑貨、鑑定、飲食

犬の譲渡会（咲桃虎）、歌やダンスなど

イベント盛り沢山！！

ぜひ、ご家族で遊びにきてくださいね！

キッチンカー、雑貨、鑑定、飲食

犬の譲渡会（咲桃虎）、歌やダンスなど

イベント盛り沢山！！

ぜひ、ご家族で遊びにきてくださいね！

【お問い合わせ先】　株式会社　東栄物流　☎　０９８４‐47‐４１６６ 

記念品
プレゼント
記念品
プレゼント

14広報たかはる



証
明
書
の
発
行
や
住
民
異
動
届
は
受

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄
が

確
認
で
き
な
い
場
合
は
、法
定
代
理
人

と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸
籍

謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
住
民
係
　
☎
42‐

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル
　

　cyoum
in@

tow
n.takaharu.lg.jp

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　
　
発
行
期
限
の
お
知
ら
せ

　
令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
｟
保
険
証
｠
が
国

の
制
度
｟
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
｠　
に
よ
り
、
新
規
発
行
及
び
再
発

行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い

な
い
方
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保

険
証
を
紐
づ
け
さ
れ
て
な
い
方
は
、
お

手
続
き
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
保
険
係

　
☎
42‐

１
０
６
７

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、平
日
に
窓
口
へ

来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、次
の
日
程
で

休
日
の
窓
口
開
設
を
実
施
し
ま
す
。

【
10
月
の
休
日
開
庁
】　

　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
10
月
27
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
10
月
23
日（
水
）

　
午
後
５
時
ま
で

※

定
員
に
な
り
次
第
、予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側（
小
学
校
側
）か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。各
種

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
就
職
説
明
会

　
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
障
害
や
難

病
の
あ
る
方
を
対
象
に
、小
林
市
・
え
び

の
市
・
高
原
町
の
約
10
社
の
企
業
が
参

加
す
る
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時
　
10
月
25
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　（
受
付
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

〇
場
所

　
小
林
中
央
公
民
館（
小
林
市
細
野
38‐

１
）

〇
持
っ
て
く
る
も
の

 

・
特
に
な
し（
任
意
で
障
害
者
手
帳
や
特   

　
定
医
療
費
受
給
者
証
）

 

・
履
歴
書
不
要

〇
服
装
　
普
段
着
で
可

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
公
共
職
業
安
定
所

　
障
害
者
雇
用
担
当

　
☎
23‐

２
１
７
１

家
庭
裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
国
際
知
財
司
法
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
４

〜
日
米
欧
に
お
け
る
知
的
財
産
紛
争
解
決
】

　
知
財
紛
争
に
関
す
る
司
法
判
断
や
近

時
の
知
財
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
、各
国

の
法
曹
関
係
者
や
審
判
官
等
が
模
擬
裁

判
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

〇
開
催
日
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

【
裁
判
パ
ー
ト
】　
10
月
24
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
６
時

①
模
擬
裁
判

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
特
許
庁
パ
ー
ト
】　
10
月
25
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
６
時

①
日
本
国
特
許
庁
に
よ
る
模
擬
口
頭
審
理

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

〇
開
催
場
所
　

　
弁
護
士
会
館
２
階
講
堂
ク
レ
オ

　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１‐

１‐

３

【「
法
の
日
」週
間
を
迎
え
て
】

　
10
月
１
日
は
、『
法
の
日
』で
す
。

　『
法
の
日
』は
、国
民
の
皆
さ
ん
に
、法

の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
と
、裁
判

所
、検
察
庁
及
び
弁
護
士
会
の
協
議
で
提

唱
さ
れ
、昭
和
35
年
、政
府
に
よ
っ
て『
国

を
あ
げ
て
法
の
尊
重
、基
本
的
人
権
の
擁

護
、社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
高
め
る

た
め
の
日
』と
し
て
定
め
ら
れ
、各
種
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
の
裁
判
所
の
行
事
は
、裁
判
所
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
各
地
の
裁
判
所
の
総
務

課
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
総
務
課
庶
務
係

　
☎
０
９
８
５‐

23‐

２
２
６
３

お
知
ら
せ

まちの掲示板Town  Information
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　
詳
細
は
、労
働
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

    

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
相
談
専
用
電
話

　
働
く
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
９
８
５‐

26‐

７
５
３
８

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業

　
　
　
　
　『
刈
払
機
取
扱
講
習
』

　
草
刈
の
際
に
使
用
す
る『
刈
払
機
』に

つ
い
て
、安
全
に
使
用
・
点
検
・
整
備
す

る
方
法
を
学
び
ま
す
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
草
刈
り
や
剪
定
の
で
き
る
会

員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。多
く
の
方
の
ご
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
期
日
　
10
月
30
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

〇
場
所

　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
館

〇
対
象
者

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上（
令
和

７
年
３
月
31
日
時
点
で
満
60
歳
以
上
）

の
方
で
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

入
会
を
お
考
え
の
方
及
び
現
在
会
員
の

方
。

〇
定
員
・
受
講
料
　
８
名
　
受
講
料
無
料

〇
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
、高
原
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い（
持
参
・
郵
送
・Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。

〇
締
切
日
　
10
月
21
日（
月
）必
着

〇
受
付
時
間※

面
談
希
望
時
　
要
予
約

　
土
・
日
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　
月
〜
金
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
７
時
　

〇
対
象
者
　

県
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者

及
び
使
用
者

〇
相
談
方
法
　
電
話
、面
談（
要
予
約
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト『
宮
崎
県

労
働
相
談
メ
ー
ル
送
信
フ
ォ
ー
ム

【
労
働
委
員
会
委
員
に
よ
る
面
談
相
談
】

〇
日
時
　
10
月
７
日（
月
）

　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

〇
内
容

 

・
弁
護
士
や
社
会
保
険
労
務
士
、労
働
組

　
合
役
員
、会
社
役
員
な
ど
が
面
談
に
よ

　
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

 

・
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
高
原
町
大
字
西
麓
３
６
０
番
地
１

　
☎
42‐

２
４
２
３

関
西
高
原
町
友
会
総
会
参
加
者
募
集

　
関
西
高
原
町
友
会
は
今
年
で
36
周
年
を

迎
え
ま
す
。総
会
後
は
懇
親
会
を
行
い
、ふ

る
さ
と
物
産
展
や
抽
選
会
等
の
楽
し
い
企

画
も
あ
り
ま
す
。昨
年
は
若
い
方
を
含
め
、

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
が
15
名
い
ま
し
た
。

　
関
西
に
お
住
み
の
お
知
り
合
い
の
方
が

い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
、お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
　
11
月
10
日（
日
）　
正
午
〜

〇
会
場
　
楓
林
閣
　
阿
倍
野

　
大
阪
市
阿
倍
野
区
阿
倍
野
筋
１‐

５‐

35

　
ア
ポ
ロ
ビ
ル
９
階

〇
参
加
者

①
高
原
町
出
身
で
関
西
に
在
住
し
て
い
る
方

②
関
西
の
大
学
等
に
在
学
し
て
い
る
高
原
　

町
出
身
の
学
生

③
高
原
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

〇
そ
の
他

・
事
前
申
し
込
み
が
必
要

・
参
加
者
の
②
に
該
当
す
る
学
生
は
無
料

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
関
西
町
友
会
事
務
局
長
　
淀
谷
恵
美
子

募
　
　集

Town  Information

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

②
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払

　
わ
れ
る
賃
金

③
時
間
外
割
増
賃
金
、休
日
割
増
賃
金
、

　
深
夜
割
増
賃
金

④
精
皆
勤
手
当

⑤
通
勤
手
当

⑥
家
族
手
当

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
　
賃
金
室

　
☎
０
９
８
５‐

38‐

８
８
３
６

10
月
は
土
地
月
間

　　
国
土
交
通
省
で
は
、毎
年
10
月
を『
土

地
月
間
』、10
月
１
日
を『
土
地
の
日
』と

定
め
、土
地
に
関
す
る
基
本
理
念
の
普

及
・
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、一
定
面
積
以

上
の
土
地
売
買
な
ど
を
行
っ
た
場
合
、土

地
の
権
利
取
得
者
は
契
約
日
か
ら
起
算

し
て
２
週
間
以
内
に
土
地
の
所
在
す
る

市
町
村
長
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す（
山

林
等
も
届
出
の
対
象
で
す
）。

　
該
当
す
る
売
買
契
約
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
問
合
せ
先
ま
で
届
出
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

『
福
祉
の
し
ご
と
就
職

　
　
　
　
　
　
フ
ェ
ア
in
小
林
』

　
小
林
市
・
え
び
の
市
・
高
原
町
内
の

福
祉
事
業
所
が
参
加
す
る
就
職
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す
。事
業
所
ブ
ー
ス
に
て
仕
事

内
容
や
採
用
情
報
な
ど
の
説
明
・
相
談

を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
　
10
月
30
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　※

受
付
　
午
後
１
時
〜
　

〇
場
所

　
小
林
中
央
公
民
館（
小
林
市
細
野
38‐
１
）

〇
対
象
者

　
福
祉
関
係
事
業
所
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
方
や
学
生
等
、ど
な
た
で
も
可
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
８
５‐

32‐

９
７
４
０

宮
崎
県
最
低
賃
金
改
定

　
宮
崎
県
最
低
賃
金
は
本
年
10
月
５
日

か
ら『
時
間
額
９
５
２
円
』に
改
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
は
臨
時
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ

イ
ト
を
含
む
宮
崎
県
内
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※

最
低
賃
金
の
算
定
に
当
た
っ
て
、次
の

　
賃
金
は
算
入
し
ま
せ
ん
。

〇
届
け
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

①
市
街
化
区
域
　
２
，０
０
０
㎡
以
上

②
１
以
外
の
都
市
計
画
区
域

　
５
，０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
外

　
１
０
，０
０
０
㎡
以
上

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
政
策
課
企
画
政
策
係

　
☎
42‐

２
１
１
５

介
護
届
出
制
度
に
つ
い
て

　　
介
護
福
祉
士
等
の
資
格
を
持
つ
方
が

離
職
し
た
際
に
届
出
す
る
こ
と
が
努
力

義
務
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、在
職
中
も
届

出
で
き
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
対
象
の
資
格
・
研
修
は
、介
護
福
祉
士
、

介
護
職
員
初
任
者
研
修
、介
護
職
員
実
務

者
研
修
、旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

１
級
・
２
級
、旧
介
護
職
員
基
礎
研
修
、

生
活
援
助
従
事
者
研
修
、入
門
的
研
修
等

で
す
。

　
届
出
に
よ
り
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る

最
新
情
報
の
提
供
、資
格
取
得
や
研
修
等

に
よ
る
ス
キ
ル
維
持
・
向
上
の
サ
ポ
ー
ト
、

最
適
な
仕
事
探
し
の
支
援
な
ど
を
継
続

的
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
届
出
さ
れ
た
方
に
は
、も
れ
な
く
オ
リ

ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
宮
崎
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
８
５‐

32‐

９
７
４
０

10
月
の『
労
働
相
談
週
間
』

　
宮
崎
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
者
と

使
用
者
と
の
間
に
生
じ
た
職
場
の
ト
ラ

ブ
ル（
解
雇
、休
日
・
休
暇
、パ
ワ
ハ
ラ
等
）

に
つ
い
て
、随
時
、秘
密
厳
守
・
無
料
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
次
の
期
間
は「
労
働
相
談
週
間
」と
し
、

平
日
の
受
付
時
間
を
延
長
す
る
と
と
も

に
、土
曜
日
・
日
曜
日
に
も
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

　
ま
た
、期
間
中
の
10
月
７
日（
月
）に
は
、

事
務
局
に
よ
る
電
話
・
面
談
相
談
以
外
に
、

労
働
委
員
会
委
員
に
よ
る
面
談
相
談
も

実
施
し
ま
す
。

【
労
働
週
間
】

〇
期
間

　
10
月
５
日（
土
）〜
10
月
11
日（
金
）

相
　
　談

▲届出はこちらから

まちの掲示板
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詳
細
は
、労
働
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

    

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
相
談
専
用
電
話

　
働
く
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
９
８
５‐

26‐

７
５
３
８

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業

　
　
　
　
　『
刈
払
機
取
扱
講
習
』

　
草
刈
の
際
に
使
用
す
る『
刈
払
機
』に

つ
い
て
、安
全
に
使
用
・
点
検
・
整
備
す

る
方
法
を
学
び
ま
す
。シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
草
刈
り
や
剪
定
の
で
き
る
会

員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。多
く
の
方
の
ご
入

会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
期
日
　
10
月
30
日（
水
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

〇
場
所

　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
館

〇
対
象
者

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上（
令
和

７
年
３
月
31
日
時
点
で
満
60
歳
以
上
）

の
方
で
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

入
会
を
お
考
え
の
方
及
び
現
在
会
員
の

方
。

〇
定
員
・
受
講
料
　
８
名
　
受
講
料
無
料

〇
申
込
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
、高
原
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い（
持
参
・
郵
送
・Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。

〇
締
切
日
　
10
月
21
日（
月
）必
着

〇
受
付
時
間※

面
談
希
望
時
　
要
予
約

　
土
・
日
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　
月
〜
金
　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
７
時
　

〇
対
象
者
　

県
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者

及
び
使
用
者

〇
相
談
方
法
　
電
話
、面
談（
要
予
約
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト『
宮
崎
県

労
働
相
談
メ
ー
ル
送
信
フ
ォ
ー
ム

【
労
働
委
員
会
委
員
に
よ
る
面
談
相
談
】

〇
日
時
　
10
月
７
日（
月
）

　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

〇
内
容

 

・
弁
護
士
や
社
会
保
険
労
務
士
、労
働
組

　
合
役
員
、会
社
役
員
な
ど
が
面
談
に
よ

　
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

 

・
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
高
原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
高
原
町
大
字
西
麓
３
６
０
番
地
１

　
☎
42‐

２
４
２
３

関
西
高
原
町
友
会
総
会
参
加
者
募
集

　
関
西
高
原
町
友
会
は
今
年
で
36
周
年
を

迎
え
ま
す
。総
会
後
は
懇
親
会
を
行
い
、ふ

る
さ
と
物
産
展
や
抽
選
会
等
の
楽
し
い
企

画
も
あ
り
ま
す
。昨
年
は
若
い
方
を
含
め
、

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
が
15
名
い
ま
し
た
。

　
関
西
に
お
住
み
の
お
知
り
合
い
の
方
が

い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
、お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

〇
日
時
　
11
月
10
日（
日
）　
正
午
〜

〇
会
場
　
楓
林
閣
　
阿
倍
野

　
大
阪
市
阿
倍
野
区
阿
倍
野
筋
１‐

５‐

35

　
ア
ポ
ロ
ビ
ル
９
階

〇
参
加
者

①
高
原
町
出
身
で
関
西
に
在
住
し
て
い
る
方

②
関
西
の
大
学
等
に
在
学
し
て
い
る
高
原
　

町
出
身
の
学
生

③
高
原
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

〇
そ
の
他

・
事
前
申
し
込
み
が
必
要

・
参
加
者
の
②
に
該
当
す
る
学
生
は
無
料

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
関
西
町
友
会
事
務
局
長
　
淀
谷
恵
美
子

募
　
　集
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17  R6.10.1　No.762



最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

現住人口調査

令和６年９月１日現在

人口の動き

町の現住人口 前月比 前年同月比

総人口

男

女

世帯数

(人 )

( 人 )

( 人 )

( 世帯 )

7,962

3,772

4,190

3,620

-５ -214

-３ -121

-93

０ -36

転入 ９

転出 ７ 死亡 10

出生 ３

—２

●お問い合わせ先

警察安全相談　☎＃９１１０　

小林警察署　☎23－０１１０ 

８月の交通事故発生状況

８月の出動状況

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

物損　　９

人身　　０ 年計　　10

年計　 108

　不審に思ったりトラブルに遭った場合は、警察安全

相談又は最寄りの警察署にご連絡ください。

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：00　休日　10：00 ～ 16：00

　10月の閉室日　６日（日・行事）、14日（月・祝）

　11月の閉室日　３日（日・祝）、４日（月・振替）、23日（土・祝）

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係

　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に

　　　　出会う旅

オススメ新着本①　　「怪談狩り」シリーズ　

寄付 社会福祉協議会へ８月受付分

☆ありがとうございました。

善意の寄付

昭和 42 年度高中同窓会

役場 分館 高原小学校

高原
病院

町体
育館

図書室
★

香典返し（敬称略）
【遺族】　　　　【続柄】　　【故人】　　　【地区名】

森山利成　　　　妻　　　 昌子       西広原区

　８月中、高原町で１件

の火災がありました。

　火の取り扱いには十分注意しましょう。

火災　　１

救急　　42 年計　 311

年計　　７

　著者の中山市朗さんは、黒澤明

監督作品『乱』の公式メイキングビ

デオ製作やテレビの構成作家の傍

ら、『怪異蒐集家』としても名高く、

特に共著として出版した『新耳袋』

が有名になり、これまで集客等の

問題で行われなかった怪談を主としたイベントを展開

する等、昨今の怪談ブーム、そして実話(系)怪談の草分

け的な存在の方です。特に『山の牧場』『八甲田山』等は

約30年前から現在に至るまで広く語られている他、最

近では『千日前怪談』、『ＵＦＯ怪談』等、新たなジャンル

にも取り組んでいます。

　現在刊行されているのが、この『怪談狩り』シリーズ。

怪異蒐集を始めて約半世紀経つものの、怪異は尽きる

ことなく増えていく・・・。

著者／中山　市郎　　出版社／角川書店

その他の新刊

○『俺たちの箱根駅伝』上・下(池井戸潤、文藝春秋)

○『成瀬は天下を取りにいく』(宮島未奈、新潮社)

○『成瀬は信じた道をいく』(宮島未奈、新潮社)

○『水車小屋のネネ』(津村記久子、毎日新聞出版)

○『黄色い家』(川上未映子、中央公論新社)

○『書いてはいけない 日本経済墜落の真相』(森永卓郎、三五館シンシャ )

○『恐い間取り事故物件怪談』(松原タニシ、二見書房)

お知らせ

　図書の貸出期間は２週間となります。返却期限までに返却

されないと、次の利用者が借りられない等の不都合が生じま

す。図書は期限内に返却してください。

災害に便乗した悪質事犯にご注意！

　大雨などの災害時には、それに便乗した悪質商法が

発生するおそれがあります。突然訪問してきた業者や

SNS、電話に惑わされず慎重に検討しましょう。

災害便乗の悪質事犯

　◎被災者に対する事犯
・被災者宅を訪問し、災害時に必要となる物品の販売や
家屋の修繕等のうそを交えたり、不安をあおったりし
て契約させる行為

　◎被災に関連した事犯
・公的機関や災害支援団体等をかたり、義援金の募集を
名目に現金や電子マネー等をだまし取る詐欺

・被災者の身内や友人を装い、困窮を理由に送金を求め
る詐欺

これら以外の事犯についても、
「怪しい」と思ったら遠慮なくご相談を！！
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10 月のカレンダー

　

朝
晩
が
涼
し
く
な
り
、
過
ご
し

や
す
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
の
素
敵
な
笑
顔

や
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
姿
を
写
真
に

収
め
よ
う
と
、
い
ざ
写
真
を
撮
り

に
行
く
と
構
図
や
表
情
、
光
の
加

減
な
ど
、
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と
ば

か
り
。

　

「
最
近
の
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
は

高
性
能
で
簡
単
！
」
と
聞
き
つ

け
た
私
は
、
試
し
に
ス
マ
ホ
の

カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ
て
み
ま
し

た
。
あ
れ
？
全
然
う
ま
く
撮
れ
な

い
、、、

　

そ
う
で
し
た
…
私
の
ス
マ
ホ
は

な
ん
と
最
新
の
も
の
よ
り
６
つ
も

前
の
モ
デ
ル
！
そ
れ
で
は
、
最
新

の
機
能
も
つ
い
て
な
い
し
、
画
質

も
劣
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
経
験
を
通
し
て
、
改
め
て

技
術
の
進
歩
の
速
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
特
に
ス
マ
ホ
は
、
私
た
ち

の
生
活
に
密
着
し
て
い
る
だ
け

に
、
日
々
の
進
化
が
目
覚
ま
し
い

で
す
ね
。

　

広
報
誌
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

皆
さ
ん
の
た
め
、
可
愛
い
子
ど
も

達
の
記
録
の
た
め
、
い
つ
い
か
な

る
時
も
そ
の
瞬
間
を
カ
メ
ラ
に
収

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
妻
に
内
緒
で
更
新
に
行
っ

て
き
ま
す
!!
）

 

Yu
太
郎

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 火

皇子原学園
（ロボット工学）

ほほえみ館
中研修室 9:30 ～ 11:00 教育総務課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

3歳6ヶ月健診 ほほえみ館
和室

13:00 ～ 13:30
受付 健康課

9 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

10 木

生涯学習講座（英会話） 中央公民館 10:00 ～ 11:30 教育総務課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

フードドライブ 役場玄関前 10:00 ～ 12:00 健康課

11 金

12 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

13 日
リサイクル・有害・その他
のごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民課

14 月 ● スポーツの日

15 火

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

生涯学習講座（川柳） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課
小林えびの西諸地区
法律相談センター
（要予約）

ほほえみ館 13:30 ～ 16:30 高原町社会
福祉協議会

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

16 水

廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課
オレンジカフェたかはい
さの

南狭野区
東前野班 14:00 ～ 16:00 福祉課

町民生活相談所 ほほえみ館 9:00 ～ 12:00 高原町社会
福祉協議会

17 木

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

18 金 古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

19 土

20 日

21 月

22 火

オレンジカフェたかはい
上麓

上麓区
霧島団地前班 10:00 ～ 12:00 福祉課

皇子原学園
（日本の文化継承）

ほほえみ館
中研修室 9:30 ～ 11:00 教育総務課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課
23 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

24 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

25 金

26 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

27 日 集団健（検）診（要予約） ほほえみ館 8:30 ～ 10:30
受付 健康課

28 月

29 火

生涯学習講座
（音を楽しむ） 教育集会所 9:30 ～ 11:30 教育総務課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

30 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

31 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

11 月のカレンダー

1 金

2 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

3 日 ● 文化の日

4 月 ● 振替休日

5 火

皇子原学園
（表現と音楽）

ほほえみ館
中研修室 9:30 ～ 11:00 教育総務課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

6 水
もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

町民生活相談所 ほほえみ館 9:00 ～ 12:00 高原町社会
福祉協議会

7 木

生涯学習講座
（読み聞かせ） 現地 9:30 ～ 11:00 教育総務課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

結核検診 町内各所 終日 健康課

今月は、 町県民税 （3期）、

国民健康保険税 （5期）、

後期高齢者医療保険料 （4期）、

介護保険料 （5期） の納期です。

高原町ホームページ
ＱＲコード

編
集
後
記
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※企業版ふるさと納税のベネフィットとして掲載しています。

代表取締役　西村　賢一代表取締役　西村　賢一

　平素より格別のご高配を賜り、厚く感謝申し上げます。

コーソクグループは、『明日の郷土を創る』を掲げ、多くのお

客様、お取引会社の皆様に支えられながら事業の拡大・多

角化を図り、おかげさまで2022年に創業 50年を迎えるこ

とができました。

　生コン部門では日本産業規格の認証を取得した生コンク

リート工場を宮崎県内６か所とアスファルト工場を一か所

運営しており、製品の品質向上に努力し、ご要望に応えるこ

とが出来る体制を強化しております。機動力・技術力・生

産力を活かして御社の心強いパートナーとしてお役に立て

ることをお約束いたします。そして、地域社会の発展に貢献

できる企業グループを社員一丸となって目指して参ります。

　平素より格別のご高配を賜り、厚く感謝申し上げます。

コーソクグループは、『明日の郷土を創る』を掲げ、多くのお

客様、お取引会社の皆様に支えられながら事業の拡大・多

角化を図り、おかげさまで2022年に創業 50年を迎えるこ

とができました。

　生コン部門では日本産業規格の認証を取得した生コンク

リート工場を宮崎県内６か所とアスファルト工場を一か所

運営しており、製品の品質向上に努力し、ご要望に応えるこ

とが出来る体制を強化しております。機動力・技術力・生

産力を活かして御社の心強いパートナーとしてお役に立て

ることをお約束いたします。そして、地域社会の発展に貢献

できる企業グループを社員一丸となって目指して参ります。

あさひ生コン株式会社　高原工場あさひ生コン株式会社　高原工場

明　日　の　郷　土　を　創　る

　第一工科大学（鹿児島県）に在学中の町浦

選手は、この度、国民スポーツ大会第 44 回九

州ブロック大会バレーボール競技成年男子

に鹿児島県の代表選手として出場しました。

　鹿児島県代表は予選リーグで惜しくも敗

れはしましたが、各県を代表する選手達の中

で町浦選手も大いに活躍を見せていました。

町浦　翔哉 選手 (上広原区出身 )

  写真　青のユニホームが町浦選手  写真　青のユニホームが町浦選手

　暮らしに役立つ情報の他、観光、商工業などの

ルンルンと楽しくなるような高原町のスポッ

トや食べ物、イベントなども発信しています！

高原町のＳＮＳをぜひご覧ください！ facebook Ｘ（旧twitter）

runruntakaharu555
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